






2018 年度を例にすると、9 月 3 日～ 10 月 16 日まで一部の学生がグループ単位で保育実習Ⅰ（施設）、
いわゆる施設実習に出かけた。秋学期の授業は、実習期間と重なる 9 月 14 日から始まるため、保育環
境論の授業は 9 月 14 日～ 10 月 15 日の 5 回、変則の対応が必要となった。学生により 0 ～ 2 回の補講
を行う必要がある。





なお、第 1 章は横井、第 2 章、第 4 章は両名、第 3 章は松本が担当した。
1．保育環境論とは

















表 2　幼稚園教育要領第 1 章　総則　第 1　幼稚園教育の基本より
（2）保育所保育指針における保育環境の考え方
保育の環境については、表 3 のように保育所保育指針第 1 章 1（4）に記述されている。保育環境には人、
物、自然や社会の事象がある。これらの環境を構成し、保育しなければならないと示されている。そし



















（1）指導日時　2018 年 9 月 21 日、28 日、10 月 5 日各 2 限の一部
（2）対象　　　教育学部教育学科保育専攻 3 年生 57 名
（3）指導内容
①フィンランドの童謡について
学生に紹介した童謡は、以下の表 5 のように 50 曲収蔵されたフィンランドの童謡集の本で、傍らに
装置が付いており、スウィッチを押すとそのメロディーが電子音で流れる。
表 5　フィンランドの童謡 Soiva laulukirja（「心温まる歌集」という意味）
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全曲で 50 曲あり、学生が 57 名いるが一度も出席しなかった学生が 1 名（仮番号 56）おり、学生が
扱う曲のうち 25，30，35，40，45，50 番の曲は 2 名の学生に担当させた。ところが、14，18，20，49
番の担当となった学生がレポート未提出で替え歌が現在のところ完成していない。結局、この課題に取
り組んだ学生が 52 名、50 曲のうち 2 名の学生が取り組んだ課題が 6 曲、披露されなかった曲が 4 曲と
いうことで、発表会では 50 曲＋ 6 曲－ 4 曲＝ 52 曲が披露された。
②フィンランド語の日本語への翻訳について（歌詞の整理）
表 6 のように、パソコンの翻訳ソフトの左側にフィンランド語の歌詞を入力すると、右側の窓に日本







表 7　『Bingo（ビンゴ）』（表 5 の 22 番の曲）の歌詞（譜面の下）の日本語訳
④童謡集の電子音を伴奏に、自分の歌を発表
表 8 に示した KÄRPÄNEN ISTUI POLVELLA は「ハエさんは膝に座った」だが、日本でもよく聞
く「Ach Du Lieber Augustin（かわいいオーガスチン）」のメロディーにのせて、「ハエさんはヒザザ、
ヒザザ、ヒザザ、ハエさんはヒザザ、膝に座った」と担当の学生は歌い上げた。
表 8　KÄRPÄNEN ISTUI POLVELLA（ハエさんは膝に座った）の歌詞
⑤学生間で投票し、優秀作を決め、発表
投票結果発表は 2019 年年明けの最初の授業で行った。ただし、優勝賞品は個人には出さずに、みん

































欠席学生のパターンは表 11 のように、2 回欠席する学生のパターンが 4 パターン、1 回欠席する学生
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図 1　Soiva laulukirja　「心温まる歌集」
